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　妊 娠時 の estrio1 の 主 な る precursor で あ る D

HEA 及 び 16α一〇 II−DHEA の 測定 は 臨床的価値

が 大 き い と考え られ ，前者に 於 て は 既 に Radi ・−

immuneassay （RIA ）法が開発 され て い る の で ，

我 k は 後者 との 同時測定 RIA 法 の 開発を 試 み

’
た ．

　　　　　　　　　 方　　法

　 1 ．測 定法 の 概要

　 16α一〇 H −DHEA 測定法 の 概要を図 1 に 示 した ．

な お ，
DHEA の 測定 は 既報 の 関原等 の 方法

（Sekihara　 et 　 aL
， 1972） をこ よ る ．

　 Q ．16α一〇 H −DHEA 測 定法 の検討

　 1）　DHEA 一工7−oxime −BSA と16α一〇H −DHEA の

交叉反応 ．

　本 assay 法で は 抗 DHEA −17−oxinle −BSA 抗体 と

の交叉反応を応用せ ん とした の で ，そ の 点を検討

し ， DHEA100 と した 場合 ，16α一〇 H −DHEA と

40％ の 交叉率が あ る こ とを認め た ．

　2）　16α 一〇 H −DHEA の 分離 ・純化法

　 ether 抽出後 の 各 ス テ 卩 イ ドか ら の 16α一〇 H −

DHEA の 分 離 に は Thin’laye「’ch 「omato9 「aPhy

（・ycl・ hexan： ethyl 　acetate 　1 ： 1　system × 2 回）

を用 い た ．DHEA と 16 α一〇 H −DHEA の 分離は完

全 で あつ た ．

　3） 抽出後 の 回収率 の 補正

　Specific　activity の 高い
3H −16α一〇 H −DHEA の

図 1　 The 　procedure　 of 　the　 measurement
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生合成ば StreptQmyces　 roseochromogenus （NRRI ・

B ・1233）を用 い た 微生物変換反応 に よ つ た （Iida

et 　aL ，　i975a，
b）．

　 こ れを検休 ご と に 加 える こ とに よ り抽出 ・純化

過程 の 回収率を 知 り ， 測定値を検休 ご とに 補正 し

た ．なお ， 抽出 ・純化過程 の 回収率は約50％で あ

つ た ．
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1）　 Accuracy

表　1
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表 2　正常分 娩 に 於 け る，母 体血 ・臍 帯 動 脈

　　 血 ・臍 帯静 脈 血 値 の 平均 値 の 比 較

　　　　　　 　　　　（cxpressed 　as　 ng ！rr11）

Maternal
　 vem

DHEA13
．37

± 8，83

Umbilical
　Artery11

．45
± 7．68

Umpillcal
　 Vein7
，16

　 ±4．70
　 　 　 　 　 6．13　　　　　　　22．16　　　　　 14．31　 16α ．OH −
　　　　　　 ± 3．05　　　±：　11．73　　　　　±9．61　DHEA

　4） 標準曲線

　純晶 16α一〇H −DHEA に つ い て 1ま 0 〜 500P9 の

間で 良好 な標準曲線が得 られ ，最小検出景 は 25pg

で あつ た 、

　 皿．本法 の 精度 （表 1）

　1）　Accuracy； 蒸留水 に 本 ス テ ロ イ ド の 工 ，

10 ，
20ng を加え た 際 の Recovery は それぞれ 96

± 13％ ，　102 ± 8 ％ ，97± 5 ％で あ り ， 変動係i数

は そ れぞ れ 14％ ， 8 ％ ，
6 ％ と良好 で あつ た ．2）

Precision； Intra　 assay 及 び Inter　 assay の 変動係

数が共に 10％ 以 内で あ り ， 満足 す べ き結果が得ら

れた ．

　 Iv．臨床成績

　正 常分娩29例に つ い て の 母休 ［ILL並び に 胎 児血沖

の DII 　E　A 及び 16α一〇 II−DHEA 値は表 2 の 如く で

あ り ， 16α 一〇 II−DHEA 値 は臍帯動脈血に最 も高 く

（22 ．16± 11 ．73ng ／ml ），、臍帯静脈」血値は これよ

り低 く （14．31± 9．61ng！ml ）， 母体血 で は低値を

示 し た （6．13±3．05ng！ml ），胎児血 に つ い て は

DHEA 値に 比べ 16α一〇H −DHEA 　di直が約 2 倍 の 高

値を示す こ とは興味深い ．

　　　　　　　　　考案と結論

　本法に よ り estrogen 　precursorと考え られ る D

HEA 及び 16α 一〇 H −DHEA の 同時測定が可能 とな

つ た こ と の 意義は 大 き「し・．本法｝ま，Speci丘c　acti −

vity の 高い
3H −16α 一〇 II−DHEA を生含成 し ，

こ れ

を予 め 加え る こ とに よ り，抽出過程 で の 回収率を

検体 ご とに輔 正 した 点が新 しい ．

　但 し ， 次 の 点に つ い て は更に 検討を 要す る ．1）

血中の 同ス テ ロ イ ドに 関 し て は ，
free型 とと も

に sulfate 型 （血．中に は 同型が 多い こ とが知 られ

て い る）を も同時測定す る こ とが望 ま し い が，こ

の 為に は Solvolysisなどvこ よ る 加水分解を併用す

る こ とが 必要とな る で あ ろ う．2） 本法で の 16α一

〇 H −DHEA の 分離に 用 い た Thin−1ayer・chromato −

graphy 　 system で は 16−oxo −Androstenediol の 分離

が 不 十分 で あ る と思われ る の で （桑原），化学的 に

16α 一〇 H −DHEA と可逆反応を起 しやす い 同ス テ ロ

イ ドを も同時測定す る こ とに な る ．な お ，16−oxo −

Androstenedielは 16α 一〇HTDHEA 値に 比べ 低値 で

あ る こ とが知 られて い る （矢内原）．

　稿 を 終 え る に あ た り，関 原 久 彦博士 （東大 ・第 3 内科 ）

の 御厚 情 に 深 謝 す る ．
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